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聖
公
会
聖
マ
ル
コ
教
会
（
府
中
市
）
と
教
団
荻
窪
教
会
の

教
会
建
築
に
み
る
設
計
手
法

　
　
　
一
－
建
築
家
元
田
稔
と
教
会
建
築
i
－

は
じ
め
に

川
　
　
島
　
　
洋

一

　
本
重
書
は
継
続
田
面
（
註
1
）
で
あ
り
、
大
正
時
代
か
ら
昭
和

六
十
二
年
ま
で
建
築
活
動
を
展
開
し
た
キ
リ
ス
ト
教
信
者
で
あ
り

建
築
家
で
も
あ
っ
た
「
故
元
田
稔
」
に
つ
い
て
、
残
さ
れ
た
建
築

極
論
の
中
で
五
十
数
棟
と
い
う
多
く
の
教
会
建
築
に
関
与
し
た
活

動
経
過
に
注
目
し
、
そ
の
設
計
手
法
と
人
物
像
に
つ
い
て
考
察
す

る
事
が
目
的
で
あ
る
。
本
稿
で
は
昭
和
三
十
年
代
に
元
田
が
関
与

し
た
日
本
聖
公
会
（
以
下
聖
公
会
と
略
）
聖
マ
ル
コ
教
会
（
府
中

市
）
と
日
本
基
督
教
団
（
以
下
教
団
と
略
）
荻
窪
教
会
を
対
象
と

し
、
各
教
会
の
教
会
建
築
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
関
与
し

た
建
物
の
設
計
手
法
と
そ
の
関
連
性
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
う
。

　
　
　
　
　
一
　
聖
公
会
聖
マ
ル
コ
教
会
の
伝
道
活
動
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
会
建
築
変
遷
（
註
2
）

一
、
層
　
伝
道
活
動

　
伝
道
師
に
よ
り
明
治
十
六
年
北
多
摩
地
方
で
の
伝
道
は
開
始
さ

れ
、
翌
年
英
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
定
期
的
に
訪
れ
同
十
入
年
に
は
教

役
者
在
勤
（
元
田
作
之
進
関
与
）
と
な
り
、
ま
た
米
国
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
同
十
二
月
、
府
中
講
義
所
L
を
開
設
、
更
に
本
宿
等
に
も
講

義
所
を
信
徒
宅
で
開
設
し
、
明
治
二
十
年
に
は
本
宿
の
松
本
ト
キ

宅
に
、
北
多
摩
教
会
し
を
設
立
し
た
。
同
二
十
四
年
会
堂
建
設
を

目
指
し
、
同
三
十
七
年
新
会
堂
（
牧
師
館
含
）
完
成
と
同
時
に
「
弓

馬
可
教
会
（
写
真
1
、
2
）
」
と
な
っ
た
。
明
治
末
に
な
る
と
信
徒

も
百
数
名
と
な
る
が
、
そ
の
後
停
滞
し
昭
和
に
入
り
宗
教
圃
体
法

が
成
立
（
嗣
十
六
年
）
し
、
キ
リ
ス
ト
教
会
各
教
派
は
「
日
本
基

督
教
団
」
に
統
合
さ
れ
、
当
教
会
は
「
臼
本
船
公
会
府
中
聖
公
教

会
（
局
十
七
年
）
」
と
な
っ
た
。
戦
後
法
律
が
解
除
さ
れ
る
と
暇
教

派
B
本
聖
公
会
へ
復
帰
し
、
同
三
十
三
年
に
「
日
本
聖
公
会
聖
マ

ル
コ
教
会
」
と
な
る
。
戦
勝
国
の
宗
教
キ
リ
ス
ト
教
は
全
国
的
ブ
ー

ム
で
手
狭
と
な
り
、
会
堂
改
築
が
各
教
会
で
行
わ
れ
、
当
教
会
で
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（写真一1）聖馬可教会会堂正面（M37）
　　｝T　墨’門帽■■■團彌瞭τ’tt　’蟹　　　譲　・響　’■聯関■ttm・t“

（写真一2）聖馬丁教会会堂部分畳
　　　　　敷礼拝室（M37）

も
同
三
十
四
年
置
会
堂
建
設
に
入
り
、
元
田
稔
設
計
で
別
棟
牧
師

館
と
同
時
に
完
成
し
た
。
そ
の
後
同
四
十
一
年
集
会
室
増
築
（
写

真
3
）
、
平
成
二
年
に
は
牧
師
館
を
新
築
し
た
。

一
、
二
　
教
会
建
築
の
変
遷

　
〈
府
中
講
義
所
と
北
多
摩
教
会
〉
講
義
所
（
明
治
十
雪
年
）
の
位

置
は
、
「
場
所
不
明
府
中
駅
三
十
五
番
地
」
で
あ
っ
た
。
北
多
摩
教

会
（
同
二
十
年
）
は
「
北
多
摩
郡
西
府
村
本
宿
三
、
六
七
七
番
地
（
旧

二
十
入
番
屋
敷
）
松
本
ト
キ
雪
垣
十
畳
間
、
間
口
二
十
五
間
屋
敷

五
苦
十
七
歩
」
で
恒
久
的
で
は
な
く
伝
道
初
期
の
民
家
借
用
に
よ

る
臨
時
的
場
所
確
保
で
あ
っ
た
。
〈
聖
馬
可
教
会
会
堂
（
図
1

1
1
）
〉
北
多
摩
教
会
設
立

後
の
明
治
二
十
四
年
置
会

堂
建
設
が
検
討
さ
れ
同
三

十
四
年
頃
実
施
。
志
賀
伝

道
師
着
任
に
よ
り
教
会
組

織
が
固
ま
り
「
会
堂
新
築

ノ
為
メ
集
金
ス
ル
コ
ト
ヲ

決
議
」
し
、
献
金
活
動
が

始
ま
り
敷
地
購
入
（
同
三

十
五
年
）
へ
と
進
ん
だ
。

同
三
十
六
年
に
会
堂
新
築

着
手
を
可
決
し
、
請
負
者

井
上
栄
二
郎
に
見
積
略
儀

契
約
す
る
等
慎
重
な
姿
勢

が
見
ち
れ
、

r

（写真一3）聖マルコ教会現会堂外観（S41）

　
　
　
　
　
後
西
府
村
本
宿
大
工
小
沢
辰
五
郎
と
請
負
契
約
を
行

い
略
儀
契
約
者
と
は
異
な
っ
た
。
ま
た
王
子
滝
の
上
学
園
内
教
会

堂
見
学
等
を
行
い
、
同
年
十
一
月
着
手
し
翌
年
四
月
に
建
設
を
終

え
、
マ
ッ
キ
ム
監
督
に
よ
っ
て
聖
別
式
を
行
っ
た
。
建
物
は
木
造

瓦
葺
弐
階
礼
拝
堂
壱
棟
此
建
坪
参
拾
壱
坪
外
弐
階
拾
壱
坪
弐
合
五
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勺
で
、
寄
棟
屋
根
外
壁
下
見
板
張
和
風
住
宅
の
外
観
で
、
そ
の
後

（
昭
和
十
七
年
以
前
）
屋
根
を
ト
タ
ン
葺
に
改
修
し
、
内
部
は
四
十

～
五
十
名
収
容
の
畳
敷
座
武
礼
拝
（
写
真
2
）
室
と
牧
師
館
が
配

置
さ
れ
た
。
〈
聖
マ
ル
コ
教
会
（
図
1
1
2
、
3
）
〉
半
世
紀
後
の

老
朽
化
し
た
牧
師
館
雪
明
の
会
堂
は
、
近
代
的
会
堂
建
設
へ
向
け

て
建
築
委
貝
会
が
組
織
さ
れ
、
同
三
十
二
年
牧
師
館
改
築
を
含
め

て
設
計
監
督
を
建
築
技
師
一
7
5
田
稔
に
依
頼
し
二
年
間
か
け
て
設
計

案
が
練
ら
れ
た
。
別
棟
牧
師
館
と
合
わ
せ
て
施
工
業
者
に
依
頼
し

同
三
十
四
年
完
成
し
た
会
堂
は
、
木
造
平
家
床
面
積
三
十
二
、
一
三

坪
の
切
妻
屋
根
金
属
板
葺
外
壁
縦
羽
目
板
張
で
平
門
を
正
面
と

し
、
十
字
架
は
嚢
壁
上
部
に
張
り
つ
け
て
棟
上
に
持
ち
上
げ
、
内

部
は
対
面
形
式
の
礼
拝
室
と
玄
関
ホ
ー
ル
を
配
置
し
た
簡
単
な
平

面
形
で
あ
り
、
牧
師
館
は
木
造
平
家
和
風
住
宅
床
面
積
約
十
五
坪

の
建
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
同
四
十
一
年
集
会
室
十
七
坪
を
増
築

し
、
又
平
成
二
年
新
築
の
牧
師
館
は
木
造
二
階
建
切
妻
屋
根
金
属

板
葺
、
床
面
積
一
三
五
、
九
七
平
方
メ
ー
ト
ル
（
四
十
一
、
＝
二
坪
）

で
あ
っ
た
。

一29一



二

教
団
荻
窪
教
会
の
伝
道
活
動
と

　
　
　
　
　
　
　
　
教
会
建
築
変
遷

（
註
3
）

二
、
一
　
伝
道
活
動

　
昭
和
五
年
杉
並
区
天
沼
で
日
曜
学
校
を
一
信
徒
が
開
始
し
、
翌

年
に
は
天
沼
伝
道
所
と
な
り
、
そ
の
後
日
下
牧
師
を
迎
え
て
「
荻

窪
伝
道
所
（
同
入
年
二
月
）
」
を
開
設
、
現
敷
地
に
初
期
会
堂
（
写

真
4
）
と
牧
師
館
を
落
成
（
同
五
月
）
し
て
、
伝
道
拠
点
が
確
保

さ
れ
、
組
織
と
会
計
面
で
の
充
実
か
ら
独
立
教
会
（
同
十
三
年
）

と
な
り
「
日
本
基
督
教
会

荻
窪
教
会
」
が
誕
生
し
た
。

そ
の
後
前
述
と
同
様
宗
教

団
体
法
に
よ
り
当
教
会
も

「
日
本
基
督
教
団
」
に
所
属

（
同
十
七
年
）
し
た
。
戦
後

宗
教
団
体
法
が
解
除
さ
れ

る
と
旧
教
派
へ
の
復
帰
が

問
題
と
な
っ
た
が
、
当
教

会
は
明
治
初
期
の
一
本
化

（写真一4）荻窪教会初期会堂外観（S8）

さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
会
で
あ
る
「
公
会
」
的
な
考
え
方
を
尊
重
し

て
、
教
団
育
成
に
協
力
す
る
と
の
方
針
で
教
団
に
留
ま
っ
た
（
同

三
十
七
年
）
。
こ
の
方
針
は
荻
窪
教
会
が
形
成
し
て
き
た
教
会
観
を

具
体
的
に
現
し
、
ま
た
信
仰
的
に
も
一
つ
の
主
張
を
試
み
た
事
で

あ
り
、
荻
窪
教
会
の
特
徴
で
も
あ
る
。
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
の
ブ
ー

ム
に
よ
り
礼
拝
出
席
が
七
十
名
を
越
え
礼
拝
室
を
増
築
（
同
二
十

三
年
）
。
そ
し
て
同
二
十
七
年
頃
に
は
会
員
七
十
六
名
へ
と
成
長

し
、
同
三
十
二
年
に
は
八
十
四
名
に
な
っ
た
事
に
よ
り
現
会
堂
建

設
（
写
真
5
）
に
着
手
（
元
田
稔
の
設
計
）
し
、
そ
の
後
の
増
改

築
（
写
真
6
）
に
よ
り
伝
道
が
な
さ
れ
今
日
に
至
る
。

二
、
二
　
教
会
建
築
の
変
遷

　
〈
荻
窪
伝
道
所
〉
牧
師
館
兼
用
の
そ
れ
ま
で
の
建
物
で
は
二
間
続

き
の
座
敷
に
座
布
団
を
敷
い
て
の
礼
拝
で
あ
っ
た
事
か
ら
、
木
造

平
家
二
～
三
の
和
室
と
玄
関
便
所
台
所
が
配
置
さ
れ
た
簡
素
な
建

物
で
あ
っ
た
と
想
像
。
説
教
台
や
ス
ト
ッ
プ
付
携
帯
用
オ
ル
ガ
ン

が
あ
っ
た
が
、
そ
の
他
は
不
明
。
〈
初
期
会
堂
（
図
2
－
A
）
〉
同

八
年
拠
点
と
し
て
の
会
堂
建
設
へ
と
進
み
湿
地
帯
で
あ
っ
た
現
敷

地
（
入
十
七
・
五
坪
）
を
借
用
、
日
下
牧
師
が
建
築
費
の
三
分
の

一
を
負
担
し
不
足
分
は
信
徒
か
ら
借
り
、
設
備
は
特
別
献
金
で
工

一30一



蟻

（写真一5）荻窪教会1期会堂正面（S32）

事
（
同
入
年
二
～
五
月
）
を
実
施
し
、

三
坪
片
廊
下
式
で
三
居
室
の
別
棟
牧
師
館
と
木
造
平
家
床
面
積
十

七
、
二
五
坪
切
妻
屋
根
鉄
板
葺
外
壁
下
見
板
張
の
会
堂
を
完
成
。
礼

拝
室
本
屋
と
平
側
玄
関
棟
の
簡
素
な
建
物
で
、
正
面
妻
壁
に
三
角

形
欄
間
菱
形
組
み
子
の
洋
風
窓
、
棟
上
に
十
字
架
を
設
置
、
南
面

は
切
妻
屋
根
玄
関
棟
と
正
面
同
様
の
窓
が
あ
り
屋
根
は
赤
く
塗

装
。
礼
拝
室
は
板
張
床
で
、
後
壁
ア
ー
チ
状
の
講
壇
に
向
か
っ
て

の
対
面
形
式
礼
拝
室
、
講
壇
左
側
に
は
外
便
所
が
あ
っ
た
。
戦
後

増
加
す
る
礼
拝
者
の
た
め
に
、
南
側
に
礼
拝
室
三
坪
を
増
築
（
同

豪
木
造
平
家
床
面
積
十
六
、
三

国開院　　　　　　　　1’t．概一
写真一6）荻窪教会nl期現会堂（S42）

二
十
三
年
半
2

1
B
）
し
た
。
〈
1
期

現
会
堂
（
図
2

1
C
）
〉
初
期
会
堂
の

老
朽
化
で
会
堂
建
替

決
議
（
同
二
十
七
年
）

が
成
さ
れ
建
築
委
貝

会
を
組
織
し
定
期
総

会
で
新
築
が
決
定

tht’＝t＝’r．L，／v－d1

…碁麟；’

｝1…購
，iizl一，一一．一．t・，ia’1’i；i

（B）初期会覚増集時復元■薗引くS闘）

　　　　　　　　　　　　　［図一2］日本基督教団荻窪教会の教会建築平面変遷図
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（
同
二
十
九
年
〉
、
元
田
が
設
計
者
と
な
り
種
々
計
画
案
（
後
述
）

が
作
成
さ
れ
た
が
資
金
不
足
で
最
終
案
の
一
部
を
1
期
工
事
（
礼

拝
室
牧
師
館
）
と
し
、
施
工
古
河
建
設
で
着
工
（
同
三
十
二
年
入

隅
）
し
た
が
、
資
金
問
題
が
表
面
化
し
延
期
と
な
り
若
干
変
更
し

て
完
成
し
献
堂
式
（
同
三
十
三
年
）
を
終
え
た
。
礼
拝
室
は
実
施

案
一
部
を
採
用
し
、
木
造
平
家
床
面
積
十
入
、
七
五
坪
、
切
妻
屋
根

金
属
板
葺
外
壁
下
見
板
張
で
下
側
正
面
、
十
字
架
は
棟
上
に
設
置

し
た
会
堂
で
対
面
形
式
礼
拝
で
あ
り
、
牧
師
館
と
玄
関
は
仮
設
建

物
で
二
居
室
と
台
所
等
の
床
面
積
十
三
坪
の
建
物
で
棟
続
で
あ
っ

た
。
〈
H
期
現
会
堂
（
図
2
…
D
）
〉
生
徒
増
の
為
、
教
会
学
校
教

室
不
足
と
な
り
第
1
1
期
会
堂
建
築
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
南
側
奥

に
木
造
二
階
建
床
面
積
十
六
、
六
四
坪
の
教
育
会
館
を
増
築
（
同
三

十
五
年
）
し
た
。
〈
頂
期
現
会
堂
（
図
2
1
E
）
〉
教
室
不
足
は
解

消
さ
れ
ず
仮
設
部
分
も
老
朽
し
て
い
た
為
、
増
改
築
に
つ
い
て
臨

時
総
会
開
催
（
同
三
十
八
年
〉
、
更
に
会
堂
増
築
資
金
募
金
強
調
月

間
を
設
け
る
等
で
準
備
を
開
始
、
ま
た
教
会
債
を
発
行
し
て
第
m

期
会
堂
増
改
築
導
電
会
が
組
織
さ
れ
、
同
四
十
二
年
十
一
月
に
は

献
堂
式
を
行
い
教
会
建
築
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
た
。
こ
の
工
事

も
元
田
が
設
計
担
当
し
、
施
工
は
資
金
不
足
か
ら
教
会
が
請
負
い
、

元
田
と
事
務
所
々
貝
が
監
督
と
な
っ
て
実
施
。
建
物
は
仮
設
建
物

を
解
体
し
、
礼
拝
室
を
広
げ
玄
関
や
集
会
室
と
牧
師
館
を
増
築
し
、

木
造
二
階
建
切
妻
屋
根
金
属
板
葺
外
壁
モ
ル
タ
ル
仕
上
妻
側
正
面

で
、
十
字
架
は
以
前
と
異
な
り
、
妻
壁
上
部
に
張
り
つ
け
て
棟
上

に
持
ち
上
げ
、
礼
拝
室
に
二
階
席
と
母
子
室
を
設
け
た
延
床
面
積

約
四
十
一
坪
の
建
物
。
ま
た
皿
期
工
事
で
完
成
し
た
教
会
は
、
延

床
面
積
二
六
七
、
七
平
方
メ
ー
ト
ル
（
入
十
一
、
一
二
坪
）
と
な
っ

た
。

三
　
二
棟
の
教
会
建
築
に
み
る
元
閏
稔
の
設
計
手
法

三
、
一
　
聖
マ
ル
コ
教
会
で
の
設
計
手
法

　
〈
計
画
案
（
図
1
3
）
〉
平
立
一
図
の
み
が
残
さ
れ
て
い
て
、
本

稿
で
は
日
付
順
に
A
B
C
D
案
（
註
4
）
と
し
た
。
立
面
図
で
は
、

A
案
は
会
堂
と
牧
師
館
を
左
右
に
配
置
、
外
観
は
平
側
中
央
に
玄

関
と
陸
幕
根
独
立
塔
を
設
置
。
B
案
で
は
牧
師
館
併
用
旧
会
堂
を

牧
師
館
専
用
と
し
別
棟
会
堂
計
画
案
で
、
1
期
工
事
と
礼
拝
室
を

増
築
し
た
場
合
の
平
面
の
二
例
が
あ
り
、
外
観
は
後
者
案
の
も
の

で
平
側
を
正
面
と
し
屋
根
は
矩
勾
配
切
妻
で
棟
上
に
塔
を
設
置
し

た
形
態
。
C
案
は
実
施
案
に
類
似
し
た
も
の
で
、
A
B
案
同
様
に

一32一



壽
灘
‘

［図一3］難マルコ教会現会党設刮・計画案

礼
拝
室
と
集
会
室
を
配
置
、
外
観
で
は
礼
拝
室
部
分
を
棟
高
に
し

左
側
面
に
尖
塔
独
立
塔
を
配
置
し
た
形
態
。
実
施
さ
れ
た
D
案
は

C
案
の
集
会
室
と
独
立
塔
を
削
除
し
た
形
態
の
も
の
〈
基
本
姿
勢
〉

計
画
さ
れ
た
案
全
て
が
単
廊
式
で
対
面
形
式
礼
拝
採
用
、
聖
公
会

特
有
の
チ
ャ
ン
セ
ル
は
広
く
計
画
さ
れ
た
。
最
終
的
に
実
施
さ
れ

た
D
案
は
、
予
算
上
集
会
室
は
削
除
（
後
増
築
）
牧
師
館
は
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
尊
重
と
い
う
事
で
別
棟
木
造
平
家
と
し
た
と
考
え
る
。

外
観
で
は
短
辺
方
向
進
入
と
い
う
敷
地
で
あ
っ
た
為
、
正
面
方
向

と
塔
の
配
置
に
苦
心
し
た
跡
が
見
ら
れ
、
最
終
的
に
は
塔
は
削
除

さ
れ
た
が
進
入
側
妻
顧
に
円
窓
を
置
き
、
ま
た
棟
上
に
持
ち
上
げ

ら
れ
た
十
字
架
を
設
置
し
て
基
本
的
に
は
妻
・
平
両
面
で
の
教
会

建
築
と
し
て
の
デ
ザ
イ
ン
的
効
果
を
目
指
し
た
と
言
え
る
。
〈
設
計

手
法
〉
こ
の
様
に
平
面
形
で
は
計
画
初
期
か
ら
一
形
態
に
よ
る
設

計
手
法
で
あ
っ
た
。
し
か
し
外
観
で
は
種
々
な
形
が
考
え
ら
れ
た

が
、
敷
地
周
囲
は
当
時
田
園
が
広
が
り
、
棟
高
ま
た
上
昇
す
る
塔

の
必
要
性
は
弱
く
、
予
算
と
の
関
係
よ
り
も
む
し
ろ
環
境
的
配
慮

を
優
先
さ
せ
た
設
計
乎
法
で
の
形
態
が
採
用
さ
れ
、
棟
、
軒
高
を

低
く
押
さ
え
る
と
共
に
高
さ
を
ひ
か
え
た
十
字
架
に
よ
っ
て
、
教

会
の
所
在
を
地
域
に
伝
え
る
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
た
。

三
、
二
　
教
団
荻
窪
教
会
で
の
設
計
手
法

　
〈
1
期
現
会
堂
設
計
（
図
2
1
C
図
4
1
A
B
C
D
）
〉
残
さ
れ

て
い
た
計
画
案
の
形
態
に
よ
り
分
類
し
た
が
、
規
模
で
は
A
B
C

案
は
木
造
二
階
建
、
D
案
は
同
三
階
建
（
註
5
）
と
な
り
、
実
施

案
は
資
金
不
足
か
ら
平
家
に
縮
小
さ
れ
た
。
平
面
形
は
A
B
C
案

は
延
床
面
積
約
六
十
八
坪
で
二
階
礼
拝
室
タ
イ
プ
同
形
で
あ
り
、
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一
階
に
集
会
室
と
牧
師
館
が
配
置
さ

れ
て
い
た
。
D
案
で
は
延
床
欝
積
約

六
十
一
坪
、
　
一
階
は
礼
拝
室
で
集
会

室
は
一
、
二
階
に
配
置
、
牧
師
館
は

垂
直
方
向
一
～
三
階
に
重
な
っ
た
計

画
。
実
施
案
の
礼
拝
室
は
D
案
の
約

三
分
の
二
で
あ
り
、
仮
設
の
玄
関
と

牧
師
館
で
構
成
さ
れ
た
。
ま
た
正
面

形
態
は
切
妻
屋
根
妻
側
を
基
本
と

し
、
A
案
で
は
塔
を
置
か
ず
棟
に
十

字
架
を
設
置
、
B
C
D
案
で
は
平
面

で
の
凸
部
に
黒
質
棟
を
設
け
、
特
に

D
案
で
は
三
階
棟
上
に
強
調
的
に
置

か
れ
た
。
実
施
案
は
A
案
と
同
様
棟

上
に
十
字
架
を
設
置
し
た
簡
素
な
デ

ザ
イ
ン
。
壁
面
で
は
A
B
案
の
み
に

中
央
上
に
円
窓
が
置
か
れ
た
。
〈
m
下

灘
会
堂
設
計
（
図
2
－
E
）
〉
設
計
時

状
況
は
不
明
で
あ
る
が
建
築
委
員
長

小騨

’t’

目）’

　　　　　　　　婁翻
　　　　　訓鑑

1盟醐錘魍

。羅
　　　駆

（D　fi）　　’ぐB『鋤’11「　　　　　　　　　　（C

留轟1

艶＿
［隊ト4］荻窪教会！期会堂設計計画案三

岡
田
高
長
老
（
註
6
）
が
増
改
築
案
を
考
え
元
田
と
共
に
平
面
を

ま
と
め
、
外
観
正
鱗
形
に
つ
い
て
は
元
田
が
ま
と
め
た
と
考
え
る
。

特
に
礼
拝
室
の
椅
子
寸
法
か
ら
割
り
出
さ
れ
る
信
徒
席
数
に
つ
い

て
の
検
討
が
な
さ
れ
、
形
と
色
彩
で
の
意
見
交
換
も
多
く
な
さ
れ

た
。
〈
設
計
手
法
〉
教
団
所
属
後
の
現
会
堂
建
設
時
及
び
そ
の
後
の

増
改
築
で
の
設
計
で
も
、
簡
素
無
装
飾
で
十
字
架
な
し
の
礼
拝
室

講
壇
形
態
は
、
恐
ら
く
前
身
日
基
教
会
の
伝
統
で
あ
り
、
荻
窪
教

会
の
特
徴
と
言
え
る
。
設
計
に
関
与
し
た
元
田
の
手
法
に
つ
い
て

は
、
1
期
会
堂
で
は
二
階
礼
拝
室
配
置
が
意
図
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
計
爾
最
終
案
の
D
案
で
は
　
階
配
置
と
な
り
、
ま
た
牧

師
館
は
前
面
棟
三
階
ま
で
の
縦
方
向
な
っ
て
使
い
ず
ら
い
空
問
と

な
っ
た
。
正
面
で
は
A
B
C
案
で
は
塔
的
演
出
に
苦
心
し
た
と
考

え
る
が
、
D
案
で
は
三
層
の
牧
師
館
棟
を
独
立
塔
と
し
て
利
用
し
、

思
い
切
っ
た
上
昇
性
を
演
出
で
き
た
が
、
こ
の
手
法
は
結
局
資
金

問
題
で
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。
1
1
期
の
増
築
に
は
関
与
し
た
資
料

は
な
く
、
現
会
堂
m
期
で
の
増
改
築
に
は
関
与
し
た
が
仮
設
部
分

に
留
ま
り
、
計
癒
案
D
案
の
上
昇
性
強
調
の
塔
設
置
手
法
は
復
活

せ
ず
十
宇
架
も
棟
上
に
持
ち
上
げ
、
結
局
は
控
え
目
な
教
会
建
築

と
な
っ
た
。
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四
　
お
わ
り
に

　
以
上
で
尤
田
津
関
与
の
「
聖
マ
ル
コ
教
会
」
と
つ
荻
窪
教
会
」

は
共
に
木
造
建
築
平
家
で
あ
り
、
建
設
年
代
も
昭
和
三
十
四
、
三

十
二
年
で
戦
後
の
教
会
建
築
復
興
時
代
で
あ
っ
た
。
戦
前
か
ら
の

会
堂
は
老
朽
化
と
手
狭
に
よ
り
近
代
化
を
目
指
し
て
新
築
へ
と
進

み
、
牧
師
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
指
導
型
か
ら
信
徒
の
参
加
に
よ
る
計
画

へ
と
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
時
代
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
時
代
に

関
与
し
た
元
田
稔
は
、
軍
国
主
義
時
代
で
は
不
可
能
で
あ
っ
た
教

会
建
築
の
設
計
に
情
熱
的
に
取
り
組
ん
だ
と
推
察
す
る
。

　
本
稿
で
の
元
田
の
設
計
手
法
で
は
塔
の
デ
ザ
イ
ン
に
そ
の
特
徴

が
み
ら
れ
、
上
昇
性
演
出
に
つ
い
て
の
痕
跡
が
計
画
案
に
示
さ
れ

ま
た
敷
地
条
件
、
資
金
、
信
徒
の
意
向
等
を
設
計
に
生
か
し
な
が

ら
の
実
施
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
元
田
の
意
向
が
全
て
導
入

さ
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
教
会
建
築
へ
の
基
本
的
姿
勢
、
設
計

手
法
が
こ
の
「
塔
」
の
デ
ザ
イ
ン
に
集
約
さ
れ
て
い
る
と
欝
え
る
。

　
す
な
わ
ち
上
昇
す
る
塔
の
演
出
に
よ
り
、
教
会
の
所
在
を
明
確

に
し
、
天
上
へ
の
憧
れ
を
示
し
、
ま
た
外
観
で
の
十
字
置
は
塔
的

要
素
を
含
ま
せ
な
が
ら
、
最
終
的
に
は
妻
壁
面
に
張
り
つ
け
て
棟

上
に
持
ち
上
げ
る
控
え
目
な
手
法
と
な
り
、
伝
道
効
果
を
踏
ま
え

て
の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
教
会
建
築
の
設
計
で

は
、
こ
れ
ら
の
手
法
は
基
本
的
事
項
で
は
あ
る
が
戦
後
間
も
な
い

昭
和
三
十
年
代
と
い
う
時
代
に
、
外
国
人
宣
教
師
等
に
よ
る
設
計

で
は
な
く
、
｝
信
徒
の
元
田
が
設
計
し
た
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ

り
、
よ
う
や
く
教
会
建
築
が
日
本
人
建
築
家
の
手
に
よ
っ
て
計
画

さ
れ
る
様
に
な
り
、
基
本
事
項
を
守
り
な
が
ら
設
計
者
の
個
性
を

表
現
す
る
手
法
が
登
場
し
た
と
言
え
る
。

（1）（2）

［
脚
注
］

北
海
道
基
督
教
学
会
　
基
督
教
学
　
第
…
二
十
号
（
一
九
九
五
）

「
建
築
家
元
田
稔
と
教
会
建
築
－
人
物
像
と
遺
構
作
最
に
つ
い

て
…
f
」
川
島
洋
一
　
参
照

ま
た
当
研
究
は
「
建
築
家
・
元
田
稔
研
究
し
の
一
部
で
あ
り
「
教

会
建
築
」
担
当
は
筆
者
、
「
ノ
ー
ト
研
究
」
担
当
は
高
崎
格
（
札
幌

工
業
高
校
教
諭
）
・
小
幡
圭
二
（
同
教
諭
・
工
修
）
、
「
一
般
建
築
」

抵
当
は
伊
藤
寛
（
道
都
大
学
教
授
）
・
申
山
敏
雄
（
建
築
設
計
事
務

所
主
宰
・
工
修
）
・
行
場
義
修
（
帯
広
工
業
高
校
教
諭
）
で
実
施
し

て
い
る

日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
講
演
梗
概
集
（
北
海
道
）
　
「
九
九
五

歴
史
意
匠
九
〇
四
四
「
二
本
聖
公
会
聖
マ
ル
コ
教
会
の
教
会
建
築
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（3＞（4）（5）（6）

と
の
関
わ
り
　
建
築
家
元
田
稔
研
究
（
そ
の
四
ご
川
島
洋
一
　
参

照日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
講
演
梗
概
集
（
東
海
）
　
一
九
九
四

歴
史
意
匠
九
一
五
〇
「
日
本
基
督
教
団
荻
窪
教
会
の
教
会
建
築
と

の
関
わ
り
　
建
築
家
元
田
稔
研
究
（
そ
の
二
）
」
川
島
洋
一
　
参
照

計
顧
C
案
に
は
日
付
が
な
い
が
笑
施
案
と
類
似
し
、
又
他
の
A
、

B
案
は
三
年
前
作
成
で
あ
る
事
か
ら
判
断
し
て
、
D
案
作
成
前
の

昭
和
三
十
三
年
頃
作
成
と
推
察

昭
和
三
十
二
年
の
確
認
通
知
書
控
に
よ
る
と
「
用
途
地
域
住
宅
防

火
地
域
指
定
な
し
で
木
造
平
家
一
部
二
階
及
三
階
建
」
と
な
っ
て

い
る
。

長
老
、
岡
田
高
は
当
時
は
電
気
技
術
者
で
、
仕
事
上
多
少
建
築
図

面
に
関
与
し
て
い
た
。
九
十
六
年
の
調
査
時
八
十
七
歳
で
初
期
会

堂
末
期
か
ら
現
会
堂
に
関
与
し
て
い
る
為
に
本
稿
で
は
初
期
会
堂

に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
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